
【会場 及び 宿泊所案内】 
竹林院群芳園 
http://www.chikurin.co.jp 
〒639-3115奈良県吉野郡吉野町大字吉野山2142 
TEL：0746-32-8081　FAX：0746-32-8088 

【アクセス】 
《京都駅から》 
 近鉄特急利用 
 近鉄京都駅から橿原神宮前駅経由で吉野駅へ 
 吉野駅にて送迎バス 
 所要時間　約２時間 

《大阪阿倍野橋駅（JR天王寺駅）から》 
 近鉄特急利用で吉野駅へ。吉野駅にて送迎バス 
 所用時間　約1時間35分 

《名古屋駅から》 
 近鉄特急利用で吉野駅へ。吉野駅にて送迎バス 
 所用時間　約３時間15分 

《吉野駅からの無料送迎バスの出発時刻》 
 13:00 13:30 の２回 

! タクシー利用の方は、ひとつ手前の近鉄吉野神宮駅で
下車してください。 

! 徒歩の方は、ロープウェイをご利用ください。 
ロープウェイ駅から会場までは、徒歩約40分です。 

【問い合わせ先】  
新建築家技術者集団　奈良支部担当　松井 正和 
郵便番号 : ６３４ー００５１ 
住　　所 : 奈良県橿原市白橿町７丁目20ー25 
t e l　 : 0744 ( 28 ) 0160  
e-mail  : masakazu1018@gmail.com 
【主催】 
新建築家技術者集団 
代表幹事 本多昭一(京都府立大学名誉教授) 
 三沢　浩(建築家) 
 垂水英司(前兵庫県建築士会会長) 
 中島明子(和洋女子大学教授) 
全国幹事議長 山本厚生(建築家) 
全国事務局長 川本雅樹(建築家) !

【参加費】 

【宿泊・交流会について】 
宿泊費には夕食（１日目は交流会費）・朝食が付きます。 
交流会のみの参加費用は　5,000円　です。 

【見学会費用について】 
・Aコース：1,500円（拝観料を含む） 
・Bコース：3,500円（マイクロバス貸切代を含む） 
 ※Bコースは先着20名限定（申し込み順） 

【申込方法】 
とじ込みの申込用紙に必要事項を１人１枚ご記入の上、
FAXまたは E-Mail にて下記までお申し込みください。 
申し込み受け付けのご連絡を差し上げますので、その後に
参加費を下記口座までお振り込みください。見学会の参加
費は現地で頂戴いたします。 

※宿泊時期の関係で、９月30日(金)までに、
必ずお申し込みください。 

新建築家技術者集団　全国事務局 
〒 162-0811 
東京都新宿区水道町2-8 長島ビル２階 
TEL：03-3260-9800　FAX：03-3260-9811 
http://www.shinken-nuae.org/ 
E-Mail：shinken@tokyo.email.ne.jp 
銀行口座　みずほ銀行　新宿新都心支店 

普通３９１４０２０  　新建築家技術者集団 
【申込締切日】 2016年 ９月30日（金） 
【振込期日】 2016年 10月31日（月）

一般・会
員

学生

11月18日 
(金)

分科会 
（通し）

5000円 2500円

分科会A 3000円 1500円

交流会費 
・宿泊費

12000円 12000円

11月19日 
(土)

分科会B 3000円 1500円

昼食 1000円 1000円

シンポジウム 2000円 1000円

宿泊費 12000円 12000円

11月20日 
(日)

見学会 実費 実費
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新建築家技術者集団　第３０回全国研究集会 in 吉野　参加申込書 
 １人１枚記入して、FAX ( 03 - 3260 - 9811 ) またはメール　( shinken@tokyo.email.ne.jp )で送信してください。 

フリガナ 
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男/女　　　　　　年齢　　　　 　　 

自宅住所 〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 
 tel  fax  Email 
勤務先名　 
（学校名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　  
 tel fax   Email 

 ※緊急連絡先(携帯電話)　                                                      

所属 新建会員（　　     　支部）／    一般　／    学生  　 

分科会参加希望　※会場の都合がありますので参加される方は必ずご記入ください。 

分科会A 分科会B 
□　①　建築まちづくり政策  □　①　マンションサポート 
□　②　防災と復興  □　②　地域の建築力を高める 
□　③　環境とデザイン  □　③　リフォーム、リノベーション 
□　④　まちと集落の再生  □　④　福祉・子育て施設と地域 
□　⑤　伝統構法と民家再生  □　⑤　住まいづくり 

【主催／申込先】新建築家技術者集団 
〒162-0811　東京都新宿区水道町２-８　長島ビル２F　tel : 03-3260-9800 fax : 03-3260-9811 
Email : shinken@tokyo.email.ne.jp 
銀行口座　みずほ銀行新宿新都心支店　普通3914020　新建築家技術者集団

参加するものに 
チェックしてください

参加費
宿泊

□ 会員・一般 □ 学生

11/18 
(金)

分科会 
（ A ＋ B ）

□ 5,000円 2,500円
□12,000円  
(交流会・朝食付)分科会 A □ 3,000円 1,500円

交流会のみ □ 5,000円
11/19 
(土)

分科会 B □ 3,000円 1,500円
□12,000円 
   (夕・朝食付)

シンポジウム □ 2,000円 1,000円
昼食 □ 1,000円 

11/20 
(日) 見学会 □ 実費 ー

合計（金額をご記入ください） 円

Aコース 
世界遺産・吉野をめぐる

□

Bコース 
吉野の林業 Watching

□



政策や制度というものは国民の暮らしを豊かにするためのものでなくてはなりません。そういう視点で昨

今の建築とまちづくりに関わる政策を見てみると、必ずしもそうなっていないのではないか、企業や一部

の人たちのためのものになっているのではないか、と疑問を感じるものがあります。住宅やまちづくり、

福祉などの政策を取り上げ、それらの政策は各分野の現状の課題に対してどんな目標を持って国民の暮ら

しを豊かにしようとしているのかを正しく理解する必要があると思います。また、私たち建築まちづくり

に関わる技術者として、国民の立場から見てあるべき姿を考え、どのような姿勢で仕事や活動をすすめる

べきかを議論したいと思います。

第１分科会　建築まちづくり政策

東日本大震災から 5年、再び震度 7を記録した熊本連続地震。その間も、豪雨水害、土砂災害、噴火、竜巻、

豪雪、台風被害と、まさに｢災害列島日本｣を実感します。被害を拡大しているのは、異常気象と相俟って

膨張一辺倒の都市開発行政の責任も問われるべき複合的人災と言えます。そんな中、私たち建築まちづく

りに携わる専門家は、直面する天災による損害に対して、人智を集めて被害を小さくする科学者の役割を

自覚するとともに、被災地の支援と併せて、災害に無縁と思っている未災地での防災・減災の取り組みを

強化し交流を強めることが重要と考えます。全国各地の事例を基に、防災と復興の議論を深めるべく、多

くの方の参加を期待します。

第２分科会　防災と復興

２０２０年の省エネ基準遵守の義務化に向けて、「省エネ・温熱環境」と「地域性」の関係を議論して深

めましょう。

その地域の「歴史性・風土性」や「生活習慣・住み方」は住み手の中に日常感覚として息づいています。

この日常感覚と「環境をつくり出すデザイン」があわないと、居心地の悪い「環境」と「デザイン」になっ

てしまいます。

そこで、地域性や暮らし方に合った、気持ちのよい住まいや省エネの工夫などを紹介して頂き、この事例

報告を足がかりにして、省エネ基準遵守に向けて、新建としてまた建築技術者としてのこれからの姿勢を

話し合います。また報告と質疑応答で終わらせず、問題提起にそった議論も深めたいと思います。

第３分科会　環境とデザイン

少子高齢化と人口減少、東京一極集中が進むなか、都市部においても農山漁村においても地域の疲弊が進

行しています。旧市街地でも郊外部でも空き家と担い手不足が課題となり、農山漁村の過疎化も深刻です。

国は、国際都市東京の開発はそのままに、人口移動のダムとして圏域の連携中枢都市や中心市を集約開発

し、 首都圏の高齢者を地方に移住させる政策を示していますが、そのような選択と集中では地域課題の解

決になりません。人々の暮らしの場であるまちと集落の再生（あるいは再編）を、そこに暮らす人々とと

もにいかに進めていくのか。高齢者の暮らしを支え、若い世代の仕事と子育ての環境をいかに整えるのか。

各地の実践を踏まえて共有します。

第４分科会　まちと集落の再生

４月、熊本で発生した直下型地震では、多くの建物が倒壊した中で、傾きながらも耐えている伝統構法の

民家がありました。

歴史と地域に根差した伝統構法は、全国一律に強化されてきた建築基準法の下で困難な状況が続いていま

す。しかし、多くの実務者の努力により、構造をクリアーし、省エネでも解決の糸口が切り開かれようと

しています。また、「伝統構法をユネスコ無形文化遺産に！」という運動等、再認識の動きも見られます。

この分科会では、皆さんの実践や研究を通じての交流と共に、若い担い手にも伝統構法を広げたいと思い

ます。多くの参加を呼びかけます。

熊本は伝統構法の建物が多く残る地域でした。地震被害や復興の報告も行います。

第５分科会　伝統構法と民家再生

マンションは全国で６００万戸を超し、都市型居住の形態として定着してきました。東京の千代田区では

８５％が共同住宅居住で、地方都市でも４０年を超えるマンションがあります。新しいマンションができ

ても問題やトラブルはなくなりません。新建会員は様々な課題や問題に突き当たりながらも、住民と共に

現場で考えサポートをしてきました。サポートには「技術的な把握と科学的な対処」「コミュニティ運営

と合意形成」「マンションデモクラシー」が必要ではないかと考えています。「建築とまちづくり誌」でも

たびたびマンションのことを特集や連載で取り上げてきました。マンションへのサポートをさらに高める

ため全国的に交流し、発展させる分科会にしたいと思います

第６分科会　マンションサポート

人口減少による絶対的な住宅着工数の減少がある一方で、特に都市部ではパワービルダーやハウスメー

カーに席巻され、傘下に入らなければ工務店も職人も自立していけない状況になりつつあります。設計者

にはさらに厳しく、デザインの良さや徹底して住む人と寄り添うことを標榜するだけでは声はかかりませ

ん。そもそも自然素材でつくるという当たり前だったことが滅多にない特殊解となり、多くの設計者が耐

震改修やインスペクションに活路を見出そうとしています。そんな厳しい状況の中で、技術を維持する施

工者と設計者が、未だ互いに抱えるブラックボックスを取り払い、いかに連携し、いかに生き抜くかが本

分科会のテーマです。率直に意見を交換し議論を深めましょう。

第 7分科会　地域の建築力を高める

新築好きと言われた日本人の建築に対する価値観の変化には目を見張るものがあります。生活空間にほん

の少し手を加えるだけで、空間の豊かさを得られることの大事さ・面白さが認識されてきています。住ま

い手・使い手にとって、住みやすい使いやすい豊かな建築とまちづくりを担ってきた私たち建築家技術者

は、そんな社会を先導する専門家です。

今、住宅余り・空き家が国の施策として取り上げられるほど素材には事欠きません。しかし改修工事には

思いも寄らない落とし穴があったり、それなりに経験が必要です。幸い私たちは、既存ストックの「活用」

といった国の施策に踊らされることなく、多くの実践を積み重ねてきました。みなさんの豊富な経験を持

ち寄り実践を深めましょう。

第８分科会　リフォーム、リノベーション

制度に振り回されず、真に当事者支援のできる福祉施設と地域づくりを考えます。

国の高齢者、障がい者、子どもという対象者別福祉施策は、現実に今と将来を生きる当事者の支援に結び

ついていないように思います。対象者別の縦割り制度が、誰もが暮らす場所である地域社会を基盤にして

いない点にも問題があります。これらを踏まえた上で、制度の狭間の問題にも取り組み、生活者の視点に

たった建築・まちづくりを、表層的解決を目指す制度に振り回されず、むしろしたたかに乗り越えて、地

域を巻き込みながら当事者を支援していくにはどのようにすればよいか。新建会員の先駆的実践をもとに

展望を開いていきたいと考えます。

第９分科会　福祉・子育て施設と地域

住まいは日々生きる為の拠点です。そして、住まいに集う最小単位は、往々にして「家族」でありましょう。

一口に家族と言っても、その様子は時代と共に少しずつ変わってきています。例えば、昭和30年代から 40

年代にテレビが登場し、最初は一家に一台だったのが、一人一台になり、パソコンが登場し、今やスマホを

一人一つ持ち歩き・・・そんな変化が家族の在り方に影響しているのではないでしょうか？また、家族の形

も大家族から核家族へ、同居から近居、血縁ではない家族もあるかもしれないし、シェアハウスの同居人も

一種の家族かもしれません。変化に伴う住まいの在り方で、悩んだこと、新たな可能性、また、変わらない

大切な核となるものとは何でしょうか。また、社会が求める住まいと作り手として魅力を伝えていきたい住

まいの間にギャップはありませんか？そのギャップはどのように埋められるのでしょうか？皆さんが住まい

に向き合い感じた小さな違和感や大切にしている普遍性を改めて言葉にしてみませんか。

第１０分科会　住まいづくり

■ 分科会Ａ　１１月１８日（金）　１４:３０～１８:３０ ■ 分科会Ｂ　１１月１９日（土）　９:００～１３:００

担当者 :岡田昭人　大槻博司　　　問題提起者 :坂庭国晴

担当者 :三浦史郎　岩渕善弘　　　問題提起者 :室崎益輝

担当者 :永井幸　福田啓次　　　　問題提起者 :福田啓次

担当者 :吉田剛　丸山豊　　　　　問題提起者 :片方信也

担当者 :片井克美　細野良三　　　問題提起者 :藤吉勝弘

担当者 :千代崎一夫　久永雅敏　問題提起者 :梶浦恒男

担当者 :加瀬澤文芳　甫立浩一　　問題提起者 :甫立浩一

担当者 :桜井郁子　伴年晶　　　問題提起者 :伴年晶

担当者 :川本真澄　星厚裕　高田桂子　　問題提起者 :浜崎裕子

担当者 :大西智子　赤澤輝彦　　　問題提起者 :山本厚生
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